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自動車関連産業クラスターにおけるサプライチェーン排出量
削減に関する動向と課題：豊田市等での取組を題材に

畑中直樹1,*，東海明宏1，中久保豊彦1

1 大阪大学大学院工学研究科（環境・エネルギー工学専攻）
*連絡先：hatanaka.naoki.see.eng@osaka-u.ac.jp

概要：気候変動対策をさらに加速する必要性が高まるなか、産業各分野で温室効
果ガスのサプライチェーン排出量削減に向けての取組が進みつつあるが、この中
で我が国の温室効果ガス排出量の中で少なくない割合を占める中小企業がボトル
ネックになる可能性がある。こうした中、自動車関連産業クラスターを形成する
豊田市等において中小企業を主な対象に脱炭素経営を促進する取組が進みつつあ
る。本稿では、これらの動向について整理するとともに、今後のサプライチェー
ン排出量算出及び削減における課題について考察した。

キーワード：サプライチェーン排出量、スコープ３、自動車関連産業、中小企業
、リレイションシップ
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次世代への思いやりの心から生まれた概念

ドイツ語の「Nachhaltigkeit」 に由来
（ナーハ・ハルティヒカイト）

約300年前（17世紀末～18世紀）ドイツで森林資源の育成管
理の持続性を高めるための資源の社会的用法を意

味する言葉として用いられるようになった

＊ハンス・カール・フォン・カルロヴィッツ（1645-1714年）

～国連におけるブルントラント報告（1987年）



8



9

参考:2050年脱炭素社会実現に向けたシナリオに関する一分析
（2021年６月30日 国立環境研究所 AIMプロジェクトチーム）より

・エネルギー消費を約1/2に、
それを再エネ等でまかなう

・産業以外はさらに約1/3に、
特に運輸部門は大幅減
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2050年には洋上風力→水素が半分を占める

出所:IGES
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・国際的には、ISSB（国際サステナビリティ基準審 議会）が
Scope3の開示義務化（2023.6）

・EUがリードする「Pathfinder Framework」（WBCSD（持続可能
な開発のための世界経済人会議）のガイダンス）

・日本では、同基準をベースに民間のサステナビリティ基準委員
会（SSBJ）が日本版の開示基準公表（2025.3）。2027年3月
期からプライム上場企業の規模の大きな企業から段階的に基
準に基づく有価証券報告書での開示義務化がスタート。

・さらに、削減貢献量（Avoided Emissions）についても、GHGプ
ロトコルでの算定手法の検討が開始。
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調達品種ごとの「活動量（物理量or調達金額）」×「排出原単位」で算定し
ているケースが多いため、削減努力が反映されない

→一次データ（取引先の排出量実測値）活用へ

最終商品
提供A社

ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ
A-1社

A-2-1社

ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ
B-1社

ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ
C-1社

：
：

A-3-1社

B-2社

A社
Scope3
ｶﾃｺﾞﾘｰ1

A-2-2社

A-3-2社A-1社
Scope3
ｶﾃｺﾞﾘｰ１

：
：

：
：

A社
Scope3
ｶﾃｺﾞﾘｰ1
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メーカー等

Tier1

Tier2

Tier3

Tier4

資本金3億円超
↓

同3億円以下

資本金1千万円
～3億円以下

↓
同1千万円以下

特に地域でサポートが必要な領域（例：豊田市脱炭素スクール）
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①単なる削減でなく、経営としてどう位置付けるか
・経営面でどんな位置づけとするか?
・自社の強みとしてどう打ち出していくか?

②脱炭素に向けた目標と取組
・削減目標をどうするか?
・再エネと省エネのバランスは?
・何をターゲットに、どう取り組むか?
（対策/ソフト、ハード）

③社内でどう推進し、社外にどう発信するか
・社内での推進体制
・イニシアティブ、他社との差別化など
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よくある疑問や悩みと解決のポイント
●脱炭素経営の方針について
・脱炭素経営の方針を、どのような視点で考えるのかわからない。

対外、対内両面あります。
対外・社会的ニーズへの対応

・コストダウンも含めた競争力強化
・新たな商品展開
・SBTの認定取得等対外的PR

対内・人材育成や部門間連携等社内体制づくりへの活用
・労働環境の改善
・新規採用等人材確保
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小さなメッキ屋の環境への取組 本多 ゑみ子

創業から60年の従業員12人の小さなメッキ屋です。創業者の兄弟の会社か
ら誘いがあり、脱炭素スクール第2期に参加しました。メッキライン設備の見直し
をし、時間短縮ができ、デマンドの導入で契約電力を下げることもできました。ま
た、めっき後の排水がいつもきれいでありますように、最終放流槽で野生に一番
近いメダカを飼育していて、稚魚が15匹、全部で70匹程になりました。
また、SDGｓ認証申請の案内があり、令和６年3月ブロンズ認証され、太陽光
発電を導入し、消費電力の約20%をまかなっています。節電、節水、省エネ、再
エネ、コスト削減、CO２削減、脱炭素、カーボンニュートラル、スコープ1・2・3、
グリーン電気、LED等々が何のことであるか理解できるようになり、売上げ先か
らCO2削減目標、あるいは削減計画の提出依頼を受けても怖くなくなりました。
月に一度カレーの日を実施しています。私の手作りカレーでみんなのお昼です
。子供さんがいる家庭では辛いカレーはなかなか作れませんので思いっきり辛
いカレーを作って楽しんでいます。カレーの後はミーティングです。脱炭素、省エ
ネ、再エネ、SDGｓ活動に対する意識の浸透と取り組みについて話し合っていま
す。

25.10.14 国際首長フォーラムサイドイベント発表資料より
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*サプライチェーン排出量削減市場対応
付加価値 取引拡大 新商品

： ： ：

営業利益＝売上高（価格×数量×商品数）

－費用（原価＋販管費）
： ：

原価削減 販管費削減
*エネルギーコスト *営業経費

*工程 （SBT他）
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よくある疑問や悩みと解決のポイント

●エネルギー消費量とCO2の把握（見える化）について
・エネルギー種類別には見える化したが、次どう対策を考えたらい
いのかわからない。

すべての始まりは「見える化」。

「見える化」は、総量だけでなく、大まかでいいのでどこで何が多
いのかその内訳まで把握が必要。

それができれば、現場の担当の方も含めてみんなで対策に知
恵をしぼることができるようになる。
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内訳

総量

総量

内訳

内訳
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よくある疑問や悩みと解決のポイント

●削減目標について
・これまで既に取り組んできた、今後事業を拡大する予定があるなどで、排出量
そのものを大幅に削減することは難しい

・どんな対策ができるか、削減量がどれだけか算出できておらず、目標設定が難
しい。

 目標の設定方法はいろいろ。 →総量、原単位、定性的な表現など
基準年度の設定にも決まりはない。 → 2013年度、直近など

 どれだけ頑張るべきか目標を設定し、バックキャスティングで考えることも大事
です。目標設定は、業界や取引先様も参考に
↑ 脱炭素で、まず最初に目がいく部分です

 中⾧期的な目標も、1度検討してみてください ← 将来の絵姿を議論す
る過程が大事
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出典:東京電力
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社会
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ご清聴ありがとうございました


